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8
月
27
日（
日
）〜
29
日（
火
）、
山
口
県
宇
部
市
に

お
い
て
、
自
治
労
連
第
45
回
定
期
大
会
が
4
年
ぶ
り

に
現
地
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

3
日
間
の
旺
盛
な
討
論
で
は
組
織
拡
大
運
動
や
職

場
要
求
実
現
の
と
り
く
み
、
ま
た
改
憲
反
対
、
憲
法

を
守
り
い
か
す
と
り
く
み
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
会
議
報
告
で
は
、

青
年
部
、
女
性
部
な
ど
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

新
た
に
、
し
ま
ね
自
治
労
連
と
大
分
自
治
労
連
が
地

方
組
織
と
し
て
加
わ
り
、
33
地
方
組
織
5
補
助
組
織

3
県
事
務
所
。
全
体
で
68
人
、
東
京
か
ら
は
4
人
が

発
言
し
ま
し
た
。

委
員
長
挨
拶

桜
井
眞
吾
中
央
執
行
委
員
長

は
、
「
こ
の
間
、
公
務
員
へ
の
応

募
が
減
少
し
続
け
る
う
え
に
、
多

く
の
職
員
が
早
期
に
退
職
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
全
国
で
生
じ
て

い
ま
す
。
『
公
共
を
取
り
戻
す
』

―
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、
す
べ

て
の
職
員
が
魅
力
を
実
感
で
き
る

自
治
体
・
公
務
公
共
職
場
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
、

地
方
自
治
体
や
そ
こ
で
働
く
職
員

を
政
府
の
言
い
な
り
に
す
る
と
と

も
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

か
ら
管
理
す
る
側
へ
の
変
質
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
劣
悪

な
賃
金
労
働
条
件
と
合
わ
さ
っ
て

仕
事
に
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
員

増
と
職
場
環
境
の
改
善
、
非
正
規

雇
用
の
正
規
化
、
公
的
職
場
の
再

公
営
化
な
ど
、
様
々
な
と
り
く
み

を
前
進
さ
せ
て
、
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
と
住
民
の
手
に
公
共
を
取

り
も
ど
す
運
動
を
一
体
の
も
の
と

し
て
全
力
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
開
会
挨
拶
を
行
な
い
ま

し
た
。

討
論
で
は

自
治
労
連
が
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
と
組
織
化
を
目
指

し
た
「
3
Ｔ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
と

り
く
み
に
つ
い
て
報
告
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
賃
金
・
労
働
条
件
改
善

の
と
り
く
み
と
組
織
化
は
着
実
に

広
が
っ
て
お
り
、
勤
勉
手
当
の
確

実
な
支
給
や
公
募
に
よ
ら
な
い
任

用
上
限
の
撤
廃
な
ど
の
運
動
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
住
民
は
公
務
公
共
に
期
待
し

て
い
る
発
言
も
あ
り
、
住
民
の
声

か
ら
自
治
研
運
動
の
重
要
性
、
公

務
の
民
営
化
・
民
間
委
託
を
許
さ

な
い
活
動
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
規
採
用
者
向
け
お
手
紙
作
戦

や
、
会
計
年
度
任
用
職
員
向
け
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
現
場
の
声
を
迅

速
に
と
り
入
れ
、
行
動
に
結
び
つ

け
る
工
夫
さ
れ
た
運
動
に
つ
い
て

も
、
沢
山
報
告
が
ま
し
た
。

討
論
の
ま
と
め

石
川
敏
明
書
記
長
か
ら
は
、「
今

後
の
運
動
は
、
公
共
を
取
り
も
ど

そ
う
、
働
き
が
い
の
あ
る
魅
力
あ

る
職
場
つ
く
り
、
憲
法
を
守
り
い

か
そ
う
、
の
3
点
に
集
約
さ
れ
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

選
出
代
議
員
は
2
8
6
人
、
女

性
代
議
員
の
比
率
は
29
・
4
％
、

全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
自
治
労

連
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
（
案
）
」

と
「
大
会
宣
言
（
案
）
」
が
読
み

上
げ
ら
れ
、「『
30
万
自
治
労
連
、

10
万
非
正
規
公
共
』を
め
ざ
そ
う
、

自
治
労
連
は
大
軍
拡
と
大
増
税
を

許
さ
ず
、
憲
法
と
地
方
自
治
、
平

和
と
民
主
主
義
を
守
り
、い
か
し
、

一
人
ひ
と
り
の
い
の
ち
が
大
切
に

さ
れ
る
政
治
へ
の
転
換
を
め
ざ
し

て
全
力
で
奮
闘
す
る
も
の
で
あ

る
。
」
と
結
び
ま
し
た
。

新
役
員
選
挙
の
結
果
、
江
東
区

職
労
の
山
本
民
子
さ
ん
が
新
中
央

執
行
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
副
中

央
執
行
委
員
長
の
高
柳
京
子
さ
ん

は
今
大
会
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。

東
京
・
府
中
市
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
へ
の
移
行
時
に
そ

れ
以
前
の「
嘱
託
職
員
」は「
月

額
給
」
に
、
「
臨
時
職
員
」
は

「
日
額
・
時
給
」
と
し
、
夏
季

休
暇
や
慶
弔
休
暇
は
、
嘱
託
職

員
は
有
給
。
臨
時
職
員
は
制
度

化
さ
れ
た
も
の
の
無
給
と
、
同

じ
職
員
間
に
不
当
な
格
差
を
設

け
ま
し
た
。
市
当
局
は
、
非
正

規
率
が
47
％
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
制
度
設
計
時
に
「
職
員
団

体
（
自
治
労
市
職
）
と
現
状
よ

り
不
利
に
な
ら
な
い
」
こ
と
で

妥
結
し
た
と
、
こ
の
扱
い
に
何

ら
矛
盾
も
不
条
理
も
感
じ
て
い

ま
せ
ん
。
支
部
は
、
交
渉
の
場

で
最
低
賃
金
に
紐
づ
け
さ
れ
て

い
る
賃
金
の
引
上
げ
や
休
暇
の

有
給
化
を
求
め
、
職
員
団
体
登

録
も
し
、
8
月
25
日
に
再
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。
市
当
局
の
文

書
回
答
は
「
東
京
都
や
他
市
の

状
況
を
ふ
ま
え
検
討
」
と
、
誠

意
が
見
ら
れ
な
い
回
答
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
市
議
会
の

全
会
派
と
懇
談
を
行
い
、
9
月

5
日
に
は
本
庁
舎
前
で
宣
伝
ビ

ラ
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

保
健
師
は
、
終
わ
り
の
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
で
は
、

「
辞
め
る
か
、
死
ぬ
か
」
を
突

き
付
け
ら
れ
、
同
僚
が
去
っ
て

い
く
の
を
見
送
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
保
健
師
は
、
深

夜
か
ら
早
朝
ま
で
働
き
、
月
80

時
間
の
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え

て
も
、
「
疲
れ
た
」
「
休
み
た

い
」
と
言
え
ず
、
ふ
っ
と
何
か

の
拍
子
に
流
れ
る
涙
を
隠
す
た

め
に
ト
イ
レ
に
飛
び
込
み
声
を

殺
し
、
ま
た
電
話
に
向
か
う
日

々
で
し
た
。

22
年
5
月
奈
良
医
大
の
グ
ル

ー
プ
が
「
人
口
当
た
り
の
保
健

師
数
が
多
い
自
治
体
ほ
ど
コ
ロ

ナ
に
感
染
す
る
人
の
割
合
が
低

い
」
「
保
健
師
の
数
を
増
や
す

こ
と
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
有
効
だ

と
科
学
的
に
示
す
こ
と
が
で
き

た
」
と
研
究
発
表
し
ま
し
た
。

私
は
、
「
住
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
衛
（
ま
も
）
る
」
公
衆

衛
生
の
視
点
で
、
保
健
師
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
保
健

所
は
、
日
本
国
憲
法
を
保
障
す

る
具
体
的
実
施
機
関
と
し
て
あ

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

＊
東
京
か
ら
の
発
言
＊

世
田
谷
区
が
「
個
人
の
尊
厳

を
尊
重
し
、
…
多
様
性
を
認
め

あ
い
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
」
と

始
め
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
」は
、「
世
田
谷
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
」
に
発
展
し
、
家
族
の

関
係
も
宣
誓
で
き
る
こ
と
で
、

利
用
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
等

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
職

場
で
は
、
区
の
幹
部
に
よ
る
イ

ク
ボ
ス
宣
言
以
降
、
育
休
代
替

の
正
規
職
員
配
置
を
区
職
労
が

要
求
・
実
現
し
、
男
性
の
育
休

取
得
率
が
向
上
し
ま
し
た
。

一
方
で
職
場
は
、
忙
し
す
ぎ

て
声
も
上
げ
ら
れ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

組
合
は
、
職
場
要
求
を
よ
り
豊

か
に
充
実
し
た
内
容
で
練
り
上

げ
、
成
果
を
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
障
害
を

抱
え
た
方
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方

な
ど
様
々
な
立
場
の
担
い
手
づ

く
り
も
重
要
で
す
。
組
合
役
員

に
は
、
職
員
で
あ
る
こ
と
以
外

何
の
制
約
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
情

熱
と
優
し
さ
と
思
い
や
り
が
あ

れ
ば
誰
で
も
で
き
る
」
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

公
衆
衛
生
部
会
は
、
昨
年
の

保
健
所
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
に
続

き
、
職
場
の
声
を
「
私
の
『
ひ

と
こ
と
』
カ
ー
ド
」
で
集
め
て

い
ま
す
。
職
場
の
人
員
不
足
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に

対
す
る
赤
裸
々
な
声
が
集
ま
る

と
同
時
に
「
こ
ん
な
職
場
に
し

た
い
」
と
い
う
願
い
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
、
職
場
の
声
を
活
か

し
、
自
治
研
活
動
を
活
性
化
し

た
予
算
人
員
要
求
闘
争
を
、
単

組
・
局
支
部
と
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
す
。

今
、
東
京
は
「
未
来
の
東
京

戦
略
」
の
実
現
に
向
け
、
Ｄ
Ｘ

人
材
を
育
成
し
公
共
部
門
に
輩

出
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ

を
進
め
、
自
治
体
本
来
の
役
割

を
変
質
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。来

年
は
、
都
知
事
選
挙
が
控

え
て
い
ま
す
。
都
政
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
住
民
の
く
ら

し
を
守
り
、
職
員
が
安
心
し
て

働
き
続
け
る
た
め
、
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

9
月
4
日
、
辺

野
古
基
地
建
設

を
め
ぐ
る
、
地

盤
改
良
の
設
計

変
更
を
不
承
認

と
し
た
沖
縄
県

に
対
す
る
国
交
相
の
是
正
指
示

は
違
法
と
し
て
、
県
が
取
消
を

求
め
た
訴
訟
で
最
高
裁
は
沖
縄

県
の
上
告
を
棄
却
す
る
と
い

う
、
不
当
な
判
決
を
下
し
た
▼

こ
の
判
決
は
、
二
重
三
重
に
不

当
。
第
一
に
、
私
人
の
権
利
救

済
の
た
め
の
行
政
不
服
審
査
制

度
を
、
国
の
機
関
で
あ
る
沖
縄

防
衛
局
が
使
い
、
国
交
相
が
県

に
是
正
指
示
▼
こ
れ
は
国
が
、

国
を
救
済
す
る
手
法
を
是
認
す

る
、
国
と
自
治
体
は
対
等
と
す

る
地
方
自
治
の
本
旨
を
蔑
ろ
に

し
、
二
〇
〇
〇
年
の
地
方
分
権

一
括
法
で
国
と
地
方
自
治
体
の

関
係
を
「
上
下
・
主
従
」
か
ら

「
対
等
・
平
等
」
に
変
え
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
が
力
ず
く

で
自
治
体
を
従
わ
せ
る
こ
と
を

容
認
す
る
不
当
な
も
の
▼
第
二

に
、
県
の「
公
有
水
面
埋
立
法
」

に
照
ら
し
地
盤
調
査
が
行
わ
れ

て
い
な
い
地
点
が
あ
る
等
を
理

由
と
し
た
こ
と
な
ど
不
承
認
の

根
拠
を
示
し
た
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の
点
は
何
ら
審
査
さ
れ
な
か

つ
た
▼
第
三
に
、沖
縄
県
民
は
、

二
度
の
県
知
事
選
と
住
民
投
票

で
、
三
度
も
辺
野
古
基
地
建
設

Ｎ
Ｏ
！
の
民
意
を
示
し
て
き
た

こ
と
を
一
顧
だ
に
せ
ず
、
国
の

姿
勢
を
容
認
し
、
三
権
分
立
に

対
す
る
懸
念
を
国
民
が
抱
く
よ

う
な
対
応
を
最
高
裁
自
ら
が
行

っ
た
司
法
の
自
滅
行
為
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
不
当
な
も
の

だ
。

4年ぶりの現地開催

多
様
な
担
い
手
で

組
合
要
求
を
豊
か
に
し
て
い
く

支
部
結
成
で
、
処
遇
改
善
を

公
務
公
共
一
般
・
斎
藤
代
議
員

世
田
谷
区
職
労

永
野
代
議
員

保
健
所
の
恒
常
的
な
人
員
体
制

の
強
化
が
危
機
管
理
に
は
重
要

職
場
の
声
と
自
治
研
活
動
を

両
輪
と
し
て

江
東
区
職
労

山
本
代
議
員

東
京
自
治
労
連

安
田
代
議
員

自治労連
第45回定期大会
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白神 優理子

10月19日
城北法律事務所

記
念
講
演

講
演
の
始
め
に
、
啓
発
の
ポ

ス
タ
ー
を
紹
介
し
、
「
壊
れ
る

ま
で
働
か
せ
る
の
か
、
職
員
の

い
の
ち
、
健
康
を
守
る
の
は
当

局
の
責
任
だ
」
「
公
務
員
も
人

間
で
す

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
る
働
か
せ
方
Ｎ
Ｏ
」
と
い
う

文
言
に
込
め
た
思
い
を
語
り
ま

し
た
。
11
月
の
過
労
死
等
防
止

啓
発
月
間
で
は
、
厚
労
省
主
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
ら
過
労

死
や
死
亡
事
故
は
、
労
組
運
動

の
歴
史
の
中
で
も
重
要
な
闘
い

で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

以
下
、
安
全
衛
生
活
動
と
労

働
組
合
の
要
求
運
動
は
連
動
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。

●
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
被

害
を
な
く
す
た
め
に
、
労
働
安

全
衛
生
法
や
過
労
死
等
防
止
対

策
法
な
ど
に
基
づ
く
安
全
衛
生

活
動
を
す
す
め
る
こ
と
。
安
全

衛
生
委
員
会
を
開
催
し
、
た
と

え
災
害
時
で
あ
っ
て
も
職
員
に

健
康
被
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
対
策
の
検
討
を
行

う
こ
と
。
労
使
協
議
を
行
い
、

時
間
外
労
働
の
根
拠
を
明
確
に

す
る
こ
と
（
災
害
時
対
応
と
し

て
の
労
基
法
33
条
1
項
適
用
か

「
公
務
の
た
め
に
臨
時
の
必
要

が
あ
る
場
合
」
と
し
て
労
基
法

33
条
3
項
か
な
ど
）
他
。

●
36
協
定
の
締
結
に
あ
た
っ
て

は
、
長
時
間
労
働
是
正
は
労
使

で
努
力
す
る
こ
と
。
延
長
理
由

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
の
改
善

策
の
効
果
に
つ
い
て
も
実
効
性

の
あ
る
対
策
を
求
め
る
こ
と
。

●
労
働
力
の
高
齢
化
（
特
に
中

高
年
齢
の
女
性
労
働
者
）
に
よ

る
高
年
齢
労
働
者
の
労
災
が
急

増
中
。
60
才
以
上
の
女
性
の
転

倒
に
よ
る
労
災
発
生
率
は
20
代

の
約
15
倍
。
自
治
体
で
は
定
年

年
齢
引
き
上
げ
が
始
ま
り
、
特

徴
に
あ
わ
せ
た
安
全
対
策
が
急

務
。

●
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
よ

る
長
期
病
休
者
数
は
15
年
前
の

約
2
・
0
倍
に
。
弱
い
立
場
に

置
か
れ
が
ち
な
若
手
職
員
の
働

き
づ
ら
さ
の
分
析
も
、
安
全
衛

生
委
員
会
の
役
割
の
一
つ
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
検
証
、
情
報
提

供
・
対
策
も
安
全
衛
生
委
員
会

の
役
割
。

●
障
が
い
者
雇
用
促
進
法
に
よ

る
障
が
い
を
有
す
る
仲
間
を
迎

え
入
れ
ら
れ
る
環
境
の
整
備

も
、
安
全
衛
生
委
員
会
の
中
で

取
り
組
む
こ
と
。

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
労
働

安
全
衛
生
活
動
へ
の
参
加
促
進

に
取
り
組
む
こ
と
。

ま
た
、
自
治
労
連
か
ら
「
自

治
体
に
働
く
職
員
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
の
政
策
提
言

（
案
）
一
自
治
体
職
場
か
ら
『
過

労
死
と
健
康
被
害
』
を
根
絶
す

る
た
め
に
」
〜
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

基
調
報
告

水
村
書
記
次
長
か
ら
、
働
く

も
の
の
労
働
と
健
康
を
め
ぐ
る

状
況
報
告
と
2
0
2
3
年
度
の

具
体
的
な
取
り
組
み
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
東
京
自
治
労
連
で

は
安
全
衛
生
活
動
を
重
視
し
、

健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
自
治

体
職
場
の
実
現
を
め
ざ
す
た

め
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
労
連
安
全
衛
生
活
動
ア
ン
ケ

ー
ト
を
集
約
し
て
推
進
委
員
会

を
開
催
し
、
課
題
や
対
応
、
要

求
の
整
理
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
労
働
安
全
衛
生
活
動
は
、

日
頃
か
ら
の
積
み
重
ね
が
労
働

者
の
い
の
ち
を
守
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
職
場
か
ら
の
取
り
組

み
を
重
視
し
労
働
安
全
衛
生
活

動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
、
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

8
単
組
・
局
支
部
か
ら
13
人

の
参
加
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
中
で

も
、
各
単
組
・
局
支
部
の
安
全

衛
生
委
員
会
は
開
催
さ
れ
、
超

勤
の
実
態
や
労
災
や
事
故
の
発

生
状
況
等
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

委
員
会
は
、
労
安
法
に
基
づ

き
、
労
使
が
対
等
に
意
見
を
交

わ
す
場
で
す
。
労
使
交
渉
と
は

違
い
、
職
員
が
安
全
、
安
心
に

過
ご
す
職
場
を
ど
う
作
る
か
が

課
題
で
、
双
方
が
忌
憚
の
な
い

意
見
交
換
を
す
る
場
で
あ
る
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

各
単
組
、
局
支
部
の

活
動
に
た
く
さ
ん
の

ヒ
ン
ト
が

交
流
の
中
で
は
、
安
全
衛
生

委
員
会
で「
側
溝
掃
除
の
委
託
」

を
実
現
さ
せ
た
報
告
や
、
職
場

巡
視
で
長
年
の
課
題
が
簡
単
に

実
現
し
た
こ
と
。
毎
年
行
う
講

演
会
は
、
労
安
委
員
だ
け
で
な

く
管
理
職
や
係
長
職
も
参
加
す

る
「
研
修
」
と
し
て
行
っ
て
い

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
帰

り
、
実
践
に
つ
な
が
る
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
活
用
や
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
へ
の
労
働
安
全
衛
生
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
課
題
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
情
報
交
換
の
大
切

さ
が
明
ら
か
に
な
り
、
東
京
自

治
労
連
の
労
安
推
進
委
員
会
を

再
開
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

10
単
組
・
局
支
部
、
16
人
の

参
加
で
し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
で
病
休
者
が
続
く

職
場
や
、
職
員
間
で
の
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
、
働
き
ず
ら
い
職
場
の

報
告
が
重
な
り
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
委
員
会
で
高

ス
ト
レ
ス
職
場
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
、
組
合
側
が
開
示
を
要

求
す
る
も
個
人
問
題
を
含
む
と

し
て
非
公
表
の
ま
ま
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
相
談
窓
口
が
人
事
課
で

は
相
談
し
ず
ら
く
第
三
者
機
関

の
設
置
を
要
求
し
て
い
る
、
労

使
で
構
成
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
委
員
会
へ
の
相
談
件
数
は

増
え
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
労
組
要
求
で
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
夜
間
受
付
を
設
け

た
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

住
民
か
ら
の
カ
ス
ハ
ラ
は
深

刻
で
、
窓
口
や
電
話
で
対
応
す

る
職
員
は
長
時
間
拘
束
さ
れ
、

他
の
業
務
に
支
障
を
き
た
し
、

精
神
的
疲
弊
か
ら
病
休
や
退
職

に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
も
あ

り
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
当
局
に
要
求
し
て

い
る
組
合
も
あ
り
ま
し
た
。

第
1
分
科
会

第
1
分
科
会

「
い
の
ち
よ
り
大
切
な
も
の
は
な
い
」

安
全
衛
生
委
員
会
の役割

は

安
全
衛
生
委
員
会
の役割

は

9月10日（日）、東京都農業会館で、第
22回労働安全衛生活動交流集会を開催しま
した。参加者は37人。記念講演は、愛労連
事務局次長の佐賀達也さんを講師に、「安
全衛生活動の活性で職員のいのちと健康を
守ろう」と題し、講演されました。その後、
基調報告と二つの分科会に分かれて各テー
マに沿った討論・交流を深めました。

白神優理子弁護士

10月19日㈭13時～
八王子合同事務所

第22回労働安全衛生
活 動 交 流 集 会
第22回労働安全衛生
活 動 交 流 集 会

第
2
分
科
会

第
2
分
科
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

囲
ま
れ
た
現
状

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

囲
ま
れ
た
現
状

第22回自治労連
機関紙コンクール
第22回自治労連
機関紙コンクール

足立区職労「歯車」
優秀賞

おめでとう
ございます！

おめでとう
ございます！
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